
基本方針③：誇りに思え、安全・安心で魅力ある駅周辺を目指し、みんなの心を 
「むすぶ」まちづくり 

◎居住者・来街者・駅利用者等人と人とがつながることができ、瑞穂市の魅力を発信できるイベント等の実
施と周知方法の検討 

◎市内の各種の窓口機能や圏域の行政サービス等のサテライト機能 の検討 
◎自然環境を活かした散策路や桜やアジサイなどの瑞穂市らしさを感じることができる風景づくりの検討 
◎多様な人材が主体となったエリアマネジメント  を行う組織づくり 
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ゾーン名 主な利用方針 

駅及び駅前広場 

ゾーン 

◎瑞穂市らしい桜やアジサイなどの自然環境が充実し、待ち時間を快適に過ごせる待合所や円滑
な南北移動が可能な自由通路、公共交通と一般車両の分離や南北共にバスが乗入することがで
きる誰もが使いやすい空間 

フレキシブル 

ゾーン 

◎駅前広場に隣接し、普段は地域の憩いの場として利用され、帰宅時間には駅利用者が気軽に寄
れる商業的利用や地域のイベントでの利用など駅前広場と一体的に利用することで多くの人
が集まることができる、使い勝手が良い魅力的な空間 

商業・観光ゾー

ン 

◎みんなが利用し、支える駅周辺の賑わいづくり（魅力的な店舗、商店街の活性化等）を行い、
瑞穂市及び圏域の地域情報や魅力をアピールできる空間 

多様なモビリテ
ィゾーン 

◎時間貸し駐車場やレンタカー・レンタサイクルなど交通に関する機能が充実しており、居住者
や駅利用者、来街者が利用しやすい、来やすいと感じることができる空間 

居住・商業ゾー
ン 

◎新たな居住者を受入れ、居住者のニーズにあった賑わいを楽しむことができ、駅前のにぎやか
な雰囲気と居住地の落ち着いた雰囲気とを結ぶ空間 

子育て支援・社
会福祉ゾーン 

◎居住地に近い落ち着いた雰囲気の中、駅周辺の居住者や駅利用者の利便性を高め、地域として
の魅力の向上につながる利用しやすい社会福祉機能を備えた空間 

瑞穂市ＪＲ穂積駅圏域拠点化構想におけるビジョン及び構想図 

【ビジョン】 みんなの「心」をつ・つ・む場所 ほづみのエキチカ 

～圏域のプラットホームとして  ヒト・モノ・コトを  つなぐ・つむぐ・むすぶ～

【構想図における各ゾーンの考え方】 

※1 

※2 

※１…瑞穂市内の民間施設の手続き、受付や圏域内にある各種行政機能等の一部の窓口機能を駅前で行うことができ
るイメージ 

※２…地域の発意で地域活動やにぎわいづくりのための活動を継続的に行う地域や企業、大学生、駅利用者など多様
な人材が主体となった組織 

基本方針①：駅への交通利便性の向上、駅周辺の交通環境の改善、地域の魅力づくり
による、みんなを「つなぐ」環境づくり 

◎誰もが使いやすい安全・安心に寄与する駅への改善や駅前広場機能の改善、広域な公共交通を考慮した交
通手段の選択性の向上 

◎駅前へのアクセス性の向上と安全性を備えた駅周辺の交通網や交通ルール、交通分担の検討 
◎普段使いから地域イベントまで幅広い世代の人が利用でき、交流だけでなく様々な用途で利用できる空間

づくり 
◎瑞穂市及び圏域の地域情報を発信し、利用を促進する仕組みづくり 

基本方針②：日常生活が豊かだと感じ、住み続けたいという思いが「つむぐ」 
場所づくり 

◎若い世代が住みたいと思う多様な支援・居住形態の選択性の向上 
◎若い世代にとって穂積駅周辺に住むことがステイタスになる充実した住環境の向上 
◎商店街の活性化と魅力的な店舗の連携によるみんなで支える駅周辺の賑わいづくり 
◎住民の住民による住民のための住民自治の実現 

テーマ１：帰ってくることが楽しみになる駅周辺 
～いってらっしゃい、おかえりなさいと言ってくれているような駅周辺～ 

テーマ２：第２の故郷として親しみと愛着がわく駅周辺 
～瑞穂に住む人が永住したくなる、一度離れても戻ってきたくなる駅周辺～ 

テーマ３：人が集まり、誇りに思える駅周辺 
～誇りや愛着を持って自然に集まる駅周辺～


